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第一章

　

緒

　

言

血色素ノ酸素結合量・ヽ酸素張カユー作ヒテ噌減

フヽ､、血中二於テ血色素ハ正常肺胞空気ト平衡ス

ルトキハ、其95％内外、空気ト平衡スルトキ

｡ハ凡ソ100χニ酸化血色素トナル。此ノ数値が

印チ動脈血ノ酸素飽和度ナリ。

血液解離曲線ハ炭酸｢ガソ､｣張カノ噌加及ビ温度

上昇二依リテ偏倚フヽ。而シテ血液解離曲線が低

下スルトキ、印チ一定ノ酸素分歴ト平衡セシノ

タルトキノ血液ノ酸素吸収量が低下フ、ルトキ

ノヽ、之ヲ酸素結合能が低下フ、ト謂ヒ得ルナリ。

此ノ時曲線ノ低下大ナラデル場合ニハ､空気(其

酸素分服約150 mm)ト平衡セシノ･う゛測定シタ

ノレ酸素容量ハ正常二保タルルヲ･普通トプ､。然レ

ドモ酸素結合能ノ低下－ハ嗇他ノ原因テ考へ得

ルナリ。印チ血色素ノ一部分が化學的二見性シ

其酸素結含能ヲ失ピクル篤二血液酸素結合能が

低下フ、ﾉﾚ事とナリ。此場合ニハ之ト同時二其血

液ノ酸素容量モ亦減少ソ、ル事明カナリ。一酸化

炭素中毒拉ビュKClOu KNOo, Antifebrin,

Phenacetin等ノ薬物中毒二於ヤル血液ノ酸素

結合能低下ハ其例ナリ。斯カル場合ニSahli氏

法等ノ化學的方法サ用ヒテ測定セル血色素量ノ

値ハ之二件ヒテ低下セズシラ=一常二正常値４示セ

ルナリ。故二斯ノ如キ酸素結合能テ失ピクル血

色素ノ存在スルヤガヤヲ検こりレニハSahli氏

法､ニーヨリテ得タル血色素量ノ測定値ト血液酸素

容量ノ値トヲ比較フヽレ４之-y知ルコトヲ得ルナ

リ、、以上述゛タル事ハ既ニHiifneｒ(1)、Bohr

Hasselbach ｕ．Ｋｒｏｇｈ(2)、Ｐａｕlbeｒt(3)、Barct-

oft(4)ｕ．Ｋｉｎｇ等ノ研究二依りテ確澄セラレタ

ル所ナリ。

従来種々ノ物理的叉ハ化學的作用ラ受ケタル血

液ノ酸素結合能二開シテハ多数ノ研究アレド、

諸種細菌性疾患二於ケル血液ノ酸素結合能二

開シテハ未グ多クノ研究業績テ!己ズ。山北(5)

(1921)ハ腸｢チフス｣、肺炎、肺結核(膿温38.5C

以上)患者ノ血液二就テ、其解離曲線中ノ酸素

分陰40mm以下ノ三鮎テ測定シ、其曲線ノ何

レモ低下フ、ル事々示シテ酸素結合能二受化アル

事刊澄セリ。 Ｌｕdｗig(6)(1937)ハ肺結核一於

テハ結核菌毒素ノ篤二血色素ノ一部分､八分離

(Ｂｌｏｃａｄｅ)？来タシ、因ツテ其酸素結合能ハ低

下人ル事二y述゛タリ(原著ハポーランド§吾ナル

犬以テ其宣験削去二開シテハ之判

著者ハ肺結核二於テ其種々ナル病勢ニョリ血色

素ノ酸素結合能二愛化アリヤ否ヤヅ検セントセ

リ。而シマ其病勢ノ軽重ハ赤血球沈降速度こｰ∃

リテ之､サ長ハプ､事トセリ。。
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第二章 實験方法

種 々 ナ ・し病 勢 ニ ア ル肺 結 核 患 者100名 妓 ビニ健

康 者20名 計120名 二 就 キ テ、 其 血 液 酸 素 容 量

ト血 色素 量 トヲ測 定 シ、 夫 等 ノ値 ノ比 う検 察 セ

リ。

酸 素 容 量 ラ測 定 スル ニノ・齋 藤 ωノ考 案 セ ル微 量

血 液 「ガ ス」分 析 装 置 チ用 ヒ、 同氏(8⊃ノ微 量 血液

「ガ ス」測 定法 ニ ヨ リテ實験 セ リ
。 即 チ被 験 者 ノ

耳 朶 ヲ小 刀 ニ テ切 刺 シ、 指 歴 等 ノ外 力 テ加 ヘ ズ

シテ 自然 二送 出%,ル 血液 滴 ノ最 初 ノー滴 ヲ・捨 テ

去 りタ ル後 、 耳 朶 ヲ小 皿 二 入 レタ ル流 動 「パ ラ

フ、ン」中 二浸 シテ1送 出 ニヘル血 液 滴 ヲ・ソ ノ内 一

採 取 セ リ。 次 二之 テ齋 藤 考 案 ノ0.1ccmノ 「メ

スピ ペ.yト」二探 リテ室;氣 二槍直和 セ シ メタ ル後
、

其 酸 素 容 量 テ測 定 セ リ.血 色素 量 テ測 定 スル ニ

ノ・Sahli氏 血 色 素 計 テ用 ヒ、ソ ノ値 ノ・皮 目 テ以

テ之 テ表 ノ・セ リ。 爾 表 二掲 ゲ タル 値 ノ・同 時 二行

ヒ タ ルニ 同 ノ測 定 ノ平 均 値 ナ リ。 赤 血球 沈 降 速

度 ノ・Westergren氏 法 一 ヨ リテ室 温 約20℃ 内

外 ニ テ測 定 セ リ.

第三章 實験成績

肺結核患者及 ビ健康者計120名 ノ血液酸素容量

ト血色素量 トテ測定 シ1其 比テ計算セシ結果 ト

第1表

赤血球沈降速度拉 ビニ艦温 トテ対照 シテ之テ第

1表 及 ビ第2表 二示 セリ。

肺結 核患者 ノ測定値

姓 名 性 睾
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奮/日野c)1
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姓 名
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♂
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僧、イ

第1表 二示 スガ如 ク肺結核患者100名 ノ酸素容

量 ト血色素量 トノ比(但 シ100倍 値)ノ 算:術平均

36.7

36.6

3

10

6

36.7

36.7

値 ノ・、M±m-22.49±0.09ナ リ。

健 康 者20名 ノ 算 術 平 均 値 ノ・、M±m=22.46±
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0.21ナリ。

削]チ肺結核患者二於ケル酸素容量對血色素量ノ

比ハ、健康者二於ケル比ト全ク同一ノ値テ有ソ、

ルコトテ知ル。故二肺結核患者ノ血色素中ニハ

酸素結合能ヲ喪失セルモノナルコト明カナリ。

(但シ第１表中二於テ、比ノ値19テ示セルモノ

１名アリ、、恐ラク之ハ賓験誤差ト考ヘラフレノレ

モ、其賓験ハ該患者ノ死直前二行ハレタルモノ

故、死直前ニアリテハ酸素結合能ノ低下ソ、｡7しコ

トアルヤモ保シガタシ)。

次二血液酸素容量對血色素量ノ比ノ各値卜其測

定人員倣トノ開係ヲ肺結核患者及ビ健康者二就

テ国示セバ、国１一見ルガ如シ。但シ比ノ値が

各18．0－18．9、19．←19.9、20.0―20.9等ノ間

－アルモノテ各一群トシテ其人員数ヲ表示セ

リ。

此ノ国ニョリテ明カナル如ク、比ノ値22.0―

22.9 J間ニアルモノ全人員ノ約牛バテ占ノ、之

ヨリ比ノ値が減ズルモ増ソ､モ其人員敬ハ何レモ

急激二減少フヽルコトテ認ム。

次二肺結核患者ノ血液酸素容量對血色素量ノ比

ト赤血球沈降速度１時間値及測定時幄温37．0‘）

Ｃ以上尹示セル患者ノ醇温トヲ夫々国表上一
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2£.
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トリテ比較セリ。圖Ｕ及ビⅢ參照。

是等ノ圖二就テ観察フ、ノレニ酸素容量對血色素量

ノ比ト赤血球沈降速度或ハ幄温トノ間ニハ何等

相開開係ナキコトヲ認ム。郎チ肺結核患者ノ血

色素ハ患者ノ病勢或ハ膿温二因リテ其酸素結合

能二撥化テ来サデル事ヲ知ル。
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第四章

　

結

　

論

肺結核患者ノ血色素ノ酸素結合能ハ健康者ノソ レト相等シク、且ツ患者ノ病勢或ハ値温上昇一



依リテ受化セデルモノナリ。

稿テ終ルニ臨え校閲尹賜リタル正路倫之助教授

拉ビュ翼下俊一教授二謹ilテ感謝シ、叉助言ヲ

仰ギタル吉村壽人博士二深謝ス。

文

　　

献

1) Hufner,　Arch.　d.　anat.　Physiol･, Physiol

Abteil･, 130(1894).　　2) Bohr, Hasselbach　，Ｊ

Krogh,

　

Zbl. f. Physiol･， 17, 661(1904).　　3)

Paulbert, Handbuch d. Biochem. von　Oppenh-

eimer, 6, 35(1926).　　4ﾚ　Barcroft u. King, JL

of Physiol･, 39, 374(1909). Barcroft　u. CAmis,

JL. of Physiol･， 39, 119(1909). 5)山北. Tohoku

JL. of evp. Ｍｅｄ･，2, 290(1921).　6) Lndwig,

Zbl. f. Gesamt. Tbc. Ｆ･，45, 440(1937).　7)粛藤，

JL. of Biochem., 25, 79(1937).　　8)衛藤，日

本生理學雑誌. 2, 213(1937;･

吉村＝肺結核患者血色素ノ酸素結合能二就テ第８披】 745


